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本研究の目的は, 中学生による実行委員会形式の学校行事運営を通して, 中学生の学校生活, コミュニケーショ ン等に関
するスキルがどのように変化するかを明らかにすることである。 調査では, 中学 2 年生291人を対象として, 学校行事 (班
別校外学習) の前後に, 「学校生活スキル尺度」 のうちの 「自己学習スキル」 「集団活動スキル」 「同輩とのコミュニケーショ
ンスキル」 の3 つの下位尺度と, 中学生用社会的スキル尺度, 行事参加後の意見などについて質問紙調査を行い, 実行委員
の経験との関連性を分析した。 その結果, 自己学習スキルでは, 時期の主効果が見られ, 事後が高い値になった。 また集団
活動スキルでは, 群の主効果が見られ, 実行委員の方が高い値になった。 実行委員と非実行委員ともに自己学習スキルが事
後に高い値になったことから, 学校行事の準備や経験が生徒全般に好ましい影響を与えたと考えられた。
キーワード: 中学生 学校行事 生きる力 実行委員会
57 
山形弥壽子 : 兵庫教育大学大学院・ 学校心理・ 発達健康教育コース院生, 〒673-1494 兵庫県加東市下久米942-1 ,
E-mail : m i2046g@hyogo-uc.ac.jp 
The Effects of School Events on School Li fe Skill in Junior High 
School Students: An Empirical Study on the Process and Result 
Yasuko Yamagata
( yogo mve sz of 「eac er d caflon) 
The present study was designed to investigate to clarify the relation between the experience group leader and his/her li fe skills. 
Two hundreds ninety-one students at junior high school students took part in the study. Students were assigned to two groups: 
the leader group (27 students) and follower group (264 students) . Li fe skil l was measured by the inventory of Li fe skill and 
questionnaire for social skil l. The investigation was repeated two times; before and after the school event. Those data was ana- 
lyzed by two way ANOVAs. Main findings were as follows;
1) As the results of two way ANOVAs on each dependent variables, no significant interaction was found.
2) As to school li fe ski l l scores and, signi ficant main effect of research were found. Those findings indicated that students' ski lls 
were developed by their participation in the school events.
Those findings were discussed from practical viewpoints of school education.
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問題と目的
中央教育審議会答申 (2013) には, 「青少年の 『生き
る力』 を育むためには, 意識的に, 目標を持って体験活
動等にチャレンジする機会を創出する必要がある。」 と
あ るo
「生きる力」 の捉え方には様々あるが, 門脇 (2002) 
は 「生きる力の中核は社会力であると理解せよ」 と提案










る」 とある。 実際に, 一緒に遊ぶと言いながら, 同じ空
間にいても, それぞれが各自のゲーム機に向かい黙々と






中学校学習指導要領解説 特別活動編 (2008) でも









屋 (2000) は, 「体験をする中で, 自分のものとして, 
身に付き, 自分の課題を見つけることができるようにな












うにすると, リーダー養成, 集団のルール作り, 生徒相
互の人間関係作りなどに効果をあげるよい機会となる。 
そして, この活動を通して, 意志決定, 集団活動, コミュ









熟議」 にもあるよう に, 他者と協同して 「熟考」 し, 
「話合い」 をすすめ, 「考えの発展 ・ 統合, 意形成」 と
いった過程を経る言語活動を含むことから, 子どもたち
の思考力, 判断力, 表現力等の育成に資することが期待




動する場面が増え, また, お互いに声を掛け合い, 集団
をよく しよう とする雰囲気が生まれ, 学校全体が落ち着



















1 . グループイ ンタビュー










2012年 3 月にA市立B中学校を卒業した生徒5 人 (男
子 2 人, 女子3 人, 調査時は高校 1 年生) を対象として, 
2012年 9 月に60分程度の面接を行った。対象者は, 実行
委員長をした生徒, 複数回実行委員をした生徒, 一度だ
け実行委員をした生徒など, 様々な立場であった。対象
者には, イ ンタビューの目的, 内容, および主旨を説明
したのちに実施した。 イ ンタビューは筆者が担当し, 匿
名性が守られること, また答えたく ない質問には答えな
く てもよいことを説明し, 開始前にイ ンタビューの承諾, 
録音 ・ 録画の同意書の提出を求めた。 会場には, 周囲の






さらに, 半構造化形式のイ ンタビューを行い, 立候補
の動機, 行事を通して感じたこと, 現在の高校生活など










かなどを聴き取った。 イ ンタ ビューの内容は, 指導内容
を反映するものととらえ, 質問紙による調査結果の分析
の際に活用した。
( 3 ) 結果












から, 自分もやってみたく なった」 など, 取り組みとと
もに自分の考えが変わっていつたという意見が出た。 ま
た, 最初は協力的でなかったクラスメイ ト も, 回を重ね
るう ちに, 気を遺ってく れるようになったとの意見もあっ













( 1 ) 目的
中学生が行事を体験することによって, その行事の前
後で, 学校生活や, 学年集団, 学級集団に対する意識や
行動がどう変化するかを明らかにすることを目的とした。
( 2 ) 手続き
質問紙調査の実施については, 学級担任の教諭に教示
文を 「調査の手引き」 として提示し, クラスごとに実施
するよう依頼した。
( 3 ) 対象および調査方法
班別校外学習の前後で生徒の意識や行動がどのように
変化したかを調査するために, 校外学習前の2012年12月
に, A市立B中学校 2 年生 8 クラス (男子156人, 女子
135人, 計291人) を対象に, 質問紙調査を行った。
さらに, 同行事後の2013年 2 月に第2 回質問紙調査を
行った。(図 1 参照)
以上の調査については, 無記名であるものの, 各生徒
に個別の ID を割り当てた。 従って, 各自の各調査結果
を対応させることが可能で, 個々の変化を分析できる。 
図1 全体の研究デザイン
使用した尺度は, 学校生活スキル尺度 (飯田 ・ 石隈





キルである 「同輩とのコミ ュニケーショ ンスキル( 7項
目)」 の3 つの下位尺度, 計33項目と, 中学生用社会的
スキル尺度 (戸ケ崎, 1997) 21項目」 とした。







6 項目を追加した。 選択肢については, 「まったく あて
はまらない ( 1点)」 「ややあてはまらない( 2点)」 「や
やあてはまる ( 3点)」 「とてもよく あてはまる( 4点)」
までの4 件法を用いた。 また, 上記の尺度の結果に関連










同輩とのコミ ュニケーショ ンスキル( 7 ) 
社会的スキル (21 ) 
FGl による追加項目 ( 6 ) 










n = 264 
班を編制し各係の役割を分担 
見学コースの経路計画 




について, 主因子法 ・ バリマ ツクス回転による因子分析
を実施した。
さらに, 実行委員 (n=27) と非実行委員 (n=264) の
行事前後の変化については, 2 要因混合分散分析を行っ
た。 有意水準は5 % とした。 
結果および考察
学校生活スキル尺度については, 各項目は, ほぼ飯田 ・ 
石隈と同様に分類されたので, 飯田 ・ 石隈(2002) の下
位尺度を使用した。 社会的スキル尺度についても, ほぼ
戸ケ崎の分類と同様であったので, 戸ケ崎 (1997) の尺
度を使用した。 各下位尺度の回答者数(n) , 得点の平均
値 (M) , 標準偏差 (SD) を表3 に示す。 各下位尺度の
信頼性を検討したと こ ろ, 社会的スキルを除き, α= 
.816~ .875 となり, 信頼性が確認された。 社会的スキル
については, α=.642となり, 信頼性は高くはなかった。 
< 表3 参照> 
表 3 学校生活スキル及び社会的スキルの平均値と標準偏差































































められ, 事後が高い値となった。(F(1, 273) = 6.37, p 
<.05) (図 2 )。 コミ ュニケーショ ンスキルも交互作用は
認められず, 実行委員 ・ 非実行委員ともに向上する傾向
があったが (p= .062) , 時期の主効果は認められなかっ
た。 集団活動スキルは, 交互作用及び時期の主効果は認
められなかったが, 群の主効果が見られ, 実行委員の方













習スキルは, 実行委員 , 非実行委員にかかわらず得点が
向上した。 これについては, 非実行委員の学校行事への




聞や紀行文を作成した (表 2 参照)。 したがって, これ
らの活動が非実行委員の自己学習スキル向上につながっ

















れて低下する傾向がある (飯田他, 2008) とされている。 
しかし, 本研究では自己学習スキルの得点において時期
の主効果が見られ, 行事後に上昇しており, コミ ュニケー
ショ ンスキルも上昇の傾向が見られた。 したがって, 学
校行事が生徒のスキル向上に好ましい影響を及ぼしてい
ることが示唆される。 飯田ら(2008) は, 介入をしない
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限りスキル実行に対する自己評価は低下するので, スキ
ル低下を予防するために, 積極的な予防 ・ 開発教育が必
要であるとしており, 学校行事を活用することはスキル
低下予防に効果を上げられるのではないかと考えられる。
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